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まちづくりの重点プロジェクト 
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＜まちづくりの重点テーマ＞ 

1 まちづくりの重点プロジェクトとは 

1.1 重点プロジェクトの位置づけ 

重点プロジェクトは、基本構想に掲げる「めざすまちの姿」である「新たな感性を生かし みん

なで未来を創るまち」の実現を先導するため、今後、重点的かつ戦略的に取り組む施策・事業を設

定するものです。 

「めざすまちの姿」の下にその戦略的な方向性を示した、「かがやく」、「みなぎる」、「つな

がる」の 3つの「まちづくりの重点テーマ」を具現化する 4つの重点プロジェクトを位置付け、市

民、事業者・団体、市の協働のもとで分野横断的に推進し、効果的に連携させることで、本市の持

続的な発展をめざします。 

 

1.2 重点プロジェクトの体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

重点プロジェクト構築の視点 

（１）基本構想に掲げる「めざすまちの姿」の実現を目指していくもの 

（２）重点的かつ分野横断的に取り組むことで、若者人口の増加に効果が発揮されるもの 

（３）本市の実情や特性を活かした取組で、計画期間において成果の発現が期待されるもの 

（４）「住みやすいまち」「活躍するまち」の実現に向けて、スピード感をもって取り組むべきもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜まちづくりの重点プロジェクト＞ 

＜めざすまちの姿＞ 

新たな感性を生かし みんなで未来を創るまち 長浜 

かがやく つながる みなぎる 

１ 多様で柔軟な「働き方の創造」プロジェクト 

２ 長浜に人を呼び込む「活躍の場創出」プロジェクト 

３ 子どもと若者を包括的に応援する「未来のこども育成」プロジェクト 

４ それぞれの地域が魅力を高め合う「持続的なまちづくり」プロジェクト 
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1.3 重点プロジェクトの考え方 

 

『長浜に暮らす若者が、 

現在も、将来も魅力を感じられるまちを創る』 

 

本市の人口は減少傾向で、少子高齢化の傾向が進む状況にあり、特に高校卒業に伴う市外への転

出者数は、大学等の卒業後の転入者数を大きく上回っている状況です。この状況が続くと、生活を

支えるサービスの提供や地域経済活動の制約要因となる等、将来的に本市の社会経済の自律的な成

長が損なわれるおそれがあることから、特に 20～40 歳代にかけての転入数を増やす等により、若

者の転出超過の状況を改善し、地域の持続可能性を高めることが求められています。 

本市は、京阪神や中京圏などの都市圏からの交通アクセスに優れていながら、人が密集せず暮ら

すことができ、真に生活の豊さが感じられる地域であるとともに、自然や歴史文化が豊かで、脱炭

素社会を推進する上で、貴重な地域を生かした、持続的な低密度社会を実現できる可能性が高く、

非常に魅力ある地域だと言えます。これらの魅力を市内外の方々に伝え、実感してもらい、本市に

定住してもらうためには、本市がもつ多様な地域資源を再認識し、磨き、発信していくことにより、

地域の特色を生かした地方創生の取組を推進することが必要と考えられます。 

第 3期基本計画では、上記の課題に向けた対策として、本市の多様な地域資源をはじめとする「長

浜らしさ」を生かして、特に若者が安心して暮らし、働ける環境づくりに取り組みます。また、チ

ャレンジし、活躍できる環境を長浜市に関わるすべての人でつくり上げていくことをめざすととも

に、SDGs（持続可能な開発目標）の実現モデルとなる取組に配慮しながら、人口が減少しても持続

的なまちづくりの検討を進めます。 

4 つの重点プロジェクトを位置づけますが、これらは独立したものでなく、多様なアプローチを

柔軟に行うことで、相互作用を生む好循環の確立をめざします。 

なお、不確実性が高い社会経済状況であることをふまえ、適宜的確にプロジェクトの内容を検討

し、取組を進める必要があることから、本計画では重点プロジェクトの方向性を定め共有すること

とし、毎年度の予算編成において、成果を最大化できる施策を検討し、推進することとします。 
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1.4 NCGs（ながはままちづくり目標）の設定 

NCGs（えぬ・しー・じー・ず）は、「Nagahama Communities Goals（ながはままちづくり目標）」

の略で、本市がめざすまちづくりの重点プロジェクト４つを８つのゴールに細分化することで、市民の皆

さんに重点プロジェクトをよりわかりやすくお伝えし、市民の皆さんとともに各ゴールをめざすために

設定したものです。 

また、表の「分類」欄はまちづくりの政策の内容を示しており、重点プロジェクトとまちづくりの政策を

ＮＣＧｓが繋ぐ役割をしています。 

 

 ゴール（タイトル） ゴール（サブタイトル） 分類 

1 魅力ある仕事を創ろう 

地域ポテンシャルを生かし、新たなチャレンジ

を促進することで、魅力ある地域産業を振興す

る 

市民・自治 

健康・福祉 

産業・交流 

2 
多様な働き方を推進し

よう 

それぞれのライフステージに合わせ、一人ひと

りの能力を発揮できる多様な働き方を実現す

る 

市民・自治 

産業・交流 

3 つながりを創ろう 

長浜の魅力を生かし、「ひと」とのつながりを

創出・拡大することで、若者が集まる楽しいま

ちづくりを推進する 

市民・自治 

4 魅力ある学びの場を 
産官学や地域との連携により未来に輝く長浜

人に特色ある魅力的な学びの場を提供する 

市民・自治 

教育・文化 

5 子育てを応援しよう 

長浜で結婚や子育てをする夢を持てるよう、保

健、保育、福祉、教育、就労支援など、子育て

に関わる包括的な支援を推進する 

市民・自治 

教育・文化 

健康・福祉 

産業・交流 

6 未来を担う人の育ちを 

子どもや若者が「生きる力」を育み、個々の能

力を最大限に高められる育成環境の充実を図

る 

市民・自治 

教育・文化 

健康・福祉 

7 まちの力を高めよう 

地域資源や市民力を生かした魅力ある地域づ

くりをはじめ、質の高い教育、循環型社会の構

築、産官学が集積する都市基盤整備などによ

り、地域のポテンシャルを高める 

産業・交流 

環境・都市 

8 
持続できる暮らしの安

心を 

将来も安心して暮らせる地域づくりに向けて、

地域福祉の向上や交通環境整備、医療サービス

の連携強化を図る 

健康・福祉 

安心・安全 

環境・都市 
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1.5 NCGs、重点プロジェクト、SDGsの関連性 

ＮＣＧｓは、重点プロジェクトを達成するためのながはままちづくり目標です。ＮＣＧｓを達成していく

ことで、ＳＤＧｓの達成に繋げていきたいと考えています。 

  ゴール（タイトル） 該当する重点プロジェクト 関連する SDGs 

1 魅力ある仕事を創ろう 
１ 多様で柔軟な「働き方

の創造」プロジェクト 

 

2 多様な働き方を推進しよう 
 

3 つながりを創ろう ２ 長浜に人を呼び込む

「活躍の場創出」プロ

ジェクト 

 

4 魅力ある学びの場を 
 

5 子育てを応援しよう 
３ 子どもと若者を包括

的に応援する「未来の

こども育成」プロジェ

クト 

 

6 未来を担う人の育ちを 
 

7 まちの力を高めよう 
４ それぞれの地域が魅

力を高め合う「持続的

なまちづくり」プロジ

ェクト 

 

8 持続できる暮らしの安心を 
 

9章  
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①多様で柔軟な「働き方の創造」プロジェクト 

  

魅力ある仕事を創ろう 
 

地域ポテンシャルを生かし、新たなチャレンジを促進することで、魅力ある地域産業を振興する 

  

多様な働き方を推進しよう 
 

それぞれのライフステージに合わせ、一人ひとりの能力を発揮できる多様な働き方を実現する 

 

本市の人口移動の状況については、若者の転出超過が課題となっており、これは、一旦、大学等へ進学

した者にとって、本市に居住しながら勤務できる企業が十分に立地していない、あるいは、文系学部卒業

者が活躍できる職種が少ないと推測されています。特に 20代女性の転出超過が大きいことから、若い女

性が活躍できる職種・職場が不足していると推測できます。 

そこで、本市においては、地域産業、観光、農林水産業、福祉・介護、DX や ESG の推進といったさま

ざまな角度から魅力ある産業を振興し、「ひと」と「もの」がさまざまに行き交う本市の特性も生かして、

起業の促進や新たな雇用を創出することで、職住一体・職住近接を促進します。これによる UIJターンと

いった新たな人の流れを生み出すことで、「しごと」と「ひと」の好循環を作り出し、持続可能な「まち」

の活性化を図るものとし、「産業振興」を一つの大きな原動力として、子どもや若者が明るい未来を描く、

持続可能な希望に満ちあふれた「発展するまち」を創造します。 

また、本市を中心とした周辺自治体との経済圏構想に着手し、経済面、生活面での連携に取り組むとと

もに、人口減少に伴う労働力の不足を補うために、子育て中の女性やアクティブシニアをはじめ、テレワ

ークや副業・兼業人材等、個人の状況に応じた活躍ができる多様な働き方の実現に取り組みます。 

プロジェクトの基本的方向 

１）長浜の地域ポテンシャルを生かした企業立地の拡大と新たなチャレンジを応援できる環境づく

りに取り組みます。 

２）市民それぞれのライフステージに合った働く環境づくりに取り組みます。 

３）「稼ぐ観光」「滞在型観光」の実現に取り組みます。 
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②長浜に人を呼び込む「活躍の場創出」プロジェクト 

  

つながりを創ろう 
 

長浜の魅力を生かし、「ひと」とのつながりを創出・拡大することで、若者が集まる楽しいまちづく

りを推進する 

  

魅力ある学びの場を 
 

産官学や地域との連携により未来に輝く長浜人に特色ある魅力的な学びの場を提供する 

 

人口減少・少子高齢化が続く中で、地域の活性化を継続するためには、都市圏から地方への人の流れの

変化を好機と捉え、本市への人の流れを生み出すとともに、流出しようとする人を食い止める取組を継

続的に行うことが必要です。 

そこで、本市の「観光商業都市」としての強みと、数多くの地域資源により、国内外から新たな人を呼

び込み、「まち」の賑わいを創出するとともに、市民と来街者がともに地域で活躍できる場を創出し、「ひ

と」のつながりを深める仕組みづくりを進め、「関係人口」を創出・拡大し、地域課題の解決や将来的な

移住に向けた裾野を拡大します。 

また、地域おこし協力隊や民間企業、国の人材派遣制度を活用して他地域の人材との協働を進めるとと

もに、地域資源の良さを知り、発信できる人を増やす都市ブランド力の強化に向けた取組や、若者自身の

声を取り入れる交流の機会を創出する「若者の集える楽しいまちづくり」を進めます。 

さらに、若い世代の人の流れに大きな役割を果たす大学や高校との連携を強化し、魅力的な学びの場づ

くりや、産官学の連携による産業や雇用の創出、地域を支える人材の育成などに取り組みます。 

 

プロジェクトの基本的方向 

１）人の流れを生み出す関係人口創出と移住・定住施策の推進に取り組みます。 

２）地域資源の良さを知り、発信できる人を増やし、都市ブランド力の強化に取り組みます。 

３）大学や高校との連携や魅力向上に取り組みます。 
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③子どもと若者を包括的に応援する 

「未来のこども育成」プロジェクト 

  

子育てを応援しよう 
 

長浜で結婚や子育てをする夢を持てるよう、保健、保育、福祉、教育、就労支援など、子育てに関わ

る包括的な支援を推進する 

  

未来を担う人の育ちを 
 

子どもや若者が「生きる力」を育み、個々の能力を最大限に高められる育成環境の充実を図る 

 

人口減少・少子化の進展の中、地域の持続可能性を高めるためには、結婚・妊娠・子育てがしやすい環

境を整備し、次代の社会を担う子どもを安心して産み育て、喜びを感じることができるまちづくりを引

き続き進めていくことが重要です。また、結婚や子育てに希望が見出せない若者もいる中で、長浜で結婚

や子育てをする夢を持ち、子どもも大人も生き生きと暮らせるまちを創り、少子化に歯止めをかけるこ

とが求められます。 

そのために、良質かつ適切な保健、保育、療育、福祉、教育、就労支援の環境を提供し、子育てに関わ

る関係機関やさまざまな主体の密接な連携により、重層的な支援体制を充実し、誰一人取り残さない切

れ目のない包括的な支援を継続します。 

また、次代を担うすべての子どもや若者が、これからの社会において必要となる「生きる力」をはぐく

み、本市が持つ歴史や風土、文化、地域の偉人・先人の教えを学び、知恵や知識を備え、心身ともに健や

かに育ち、心豊かに成長できるよう教育環境の充実を図ります。 

さらに、子どもや若者が将来に夢を持てるよう、長浜で生き生きと暮らし働く、さまざまな大人と交流

する機会を創ります。 

プロジェクトの基本的方向 

１）子育てに関わる重層的な支援体制を充実し、切れ目のない包括的な支援に取り組みます。 

２）「生きる力」の育成や長浜ならではの学びを創出し、心豊かに成長できる教育環境を充実します。 

３）子どもや若者が将来に夢を持てるよう、長浜で暮らし働く大人と交流する機会を創ります。 
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④それぞれの地域が魅力を高め合う 

「持続的なまちづくり」プロジェクト 

  

まちの力を高めよう 
 

地域資源や市民力を生かした魅力ある地域づくりをはじめ、質の高い教育、循環型社会の構築、産官

学が集積する都市基盤整備などにより、地域のポテンシャルを高める 

  

持続できる暮らしの安心を 
 

将来も安心して暮らせる地域づくりに向けて、地域福祉の向上や交通環境整備、医療サービスの連携

強化を図る 

 

本市への力強い人の流れを生み出すには、他地域の在住者に限らず、市民にとって地域で暮らす

ことに対しての不安を解消し、暮らしやすく、地域の魅力を感じられる地域づくりの実現が重要で

あり、それぞれの地域の資源の強みを打ち出し、市内外への発信を進めることが求められます。 

 定住に必要な生活機能の確保に向け、それぞれの地域が機能や役割を分担し、連携する定住自立

圏形成方針の考え方を基に、市民力の高さを生かした、住民自らが主体のまちづくりを進め、市域

全体の発展により「住みやすいまち」の実現をめざします。 

特に人口減少・高齢化が進行する北部地域などについては、自然や生活・文化、歴史、豊かな田

園資源等の地域資源を最大限活用した「魅力を感じてもらえる地域づくり」に取り組むとともに、

安心して暮らせる福祉、交通等の環境整備等を進め、地域の継続性の確保を推進し、脱炭素やエネ

ルギーの地産地消等の取組を進めます。 

また、南長浜地域については、長期的視点のもと、ＪＲ田村駅や設置を計画している（仮称）神

田スマート IC等の交通拠点、および産官学が集積する地の利点を生かしたまちづくりに取り組む

とともに、持続可能な都市構造の形成に向けた土地利用の規制・誘導を図り、定住化や地域振興に

向けた基盤整備を進めます。 

さらに、暮らす場所を選択する重要な条件として、十分な教育機会や医療サービスの環境が挙げられる

ため、学校や地域が連携して学力向上に取り組むとともに、医療サービスの連携強化に取り組みます。 

プロジェクトの基本的方向 

１）魅力ある多彩な地域資源を生かしたまちづくりや、持続可能な地域づくりに取り組みます。 

２）産官学の集積を生かした南長浜地域のまちづくりに取り組みます。 

３）長浜らしい質の高い教育、医療サービスの提供に取り組みます。  


